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大
き
な
天
候
の
乱
れ
も
な
く
、
連
日
多
く
の
参
拝
者
で
賑
わ

っ
た
西
日
本
菊
花
大
会
【
主
催
1
1

宗
像
大
社
菊
花
会
（
千
々
和
正

信
会
長
）
・
宗
像
観
光
協
会
（
吉
武
邦
彦
会
長
）
、
後
援
1
1

福
岡
県

他
】
が
、
先
月
二
十
二
日
盛
大
裡
に
終
了
し
た
。

大□
日
員
い
噂
9『
言
]
ぃ
.
,
i

十
六
年
に
第
一
回
大
会
が
開

l
‘
.

—
ー
・
ー
泄

催
さ
れ
、
今
年
で
四
十
回
目
と
\
]
口

な
る
。
境
内
に
は
九
州
各
県
、

山
口
の
菊
愛
好
家
約
百
人
か

ら
、
丹
精
込
め
て
育
て
ら
れ
た

菊
約
三
千
鉢
が
出
品
さ
れ
、

質
・
量
と
も
に
西
日
本
最
大
規

模
を
誇
る
菊
花
の
祭
典
で
あ

る
。開

催
に
あ
た
っ
て
は
、
宗
像

市
商
工
会
青
年
部
、
宗
像
大
社

菊
花
会
、
（
社
）
宗
像
青
年
会
議

所
、
運
送
関
係
協
賛
会
社
の
御

総
理
大
臣
賞

時
田
義
光

宗

（
佐
賀
県
烏
栖
市
）

一
月
二
十
三

じ
め
全
国
の
各
神

冒
ぃ
当
大
社
を
は

に
い
な
め

社
で
「
新
嘗
祭
」
が
斎
行
さ
れ
た
。
今
日

「
勤
労
感
謝
の
日
」
と
な
っ
て
い
る
が
、

本
来
は
神
々
に
今
年
の
収
穫
感
謝
す
る

行
事
と
し
て
、
そ
の
起
源
は
遠
く
弥
生

時
代
に
ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き
る
▼
ま

た
天
皇
陛
下
御
自
ら
新
穀
を
神
々
に
供

え
、
夜
を
徹
し
五
穀
豊
穣
を
神
々
に
御

奉
告
さ
れ
る
の
が
新
嘗
祭
で
あ
り
、
こ

れ
に
倣
っ
て
全
国
の
神
社
に
お
い
て
も

斎
行
さ
れ
る
の
で
あ
る
▼
と
こ
ろ
で
、

今
日
我
が
国
で
は
多
く
の
食
料
を
海
外

か
ら
の
輸
入
に
頼
っ
て
お
り
、
食
料
自

給
率
の
低
さ
は
大
き
な
問
題
と
な
っ
て

い
る
。
し
か
し
農
林
水
産
省
に
よ
る
と
、

ス
ー
パ
ー
な
ど
で
は
製
造
か
ら
賞
味
期

限
ま
で
の
期
間
が
三
分
の
二
を
過
ぎ
る

と
、
店
頭
か
ら
撤
去
す
る
「

1
/
3
ル

ー
ル
」
を
慣
例
と
し
て
お
り
、
期
限
内
に

廃
棄
さ
れ
る
食
品
は
年
間
一
千
万
ト
ン
超

だ
と
い
う
▼
日
本
人
は
食
事
の
前
に

「
い
た
だ
き
ま
す
」
と
手
を
合
わ
せ
、
感

謝
の
気
持
ち
を
抱
き
な
が
ら
食
べ
物
を

口
に
し
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
、
今
日
は

ま
だ
食
べ
ら
れ
る
食
品
を
大
量
に
廃
棄

し
て
い
る
と
い
う
実
態
が
あ
る
▼
グ
ロ

ー
バ
ル
化
の
波
に
揉
ま
れ
、
様
々
な
職

な
り
わ
い

を
生
業
と
さ
れ
て
い
る
方
々
も
お
り
問

題
は
単
純
で
は
な
い
が
、
農
耕
民
族
、

稲
作
文
化
な
ど
、
日
本
人
と
し
て
の
伝

統
文
化
や
特
性
と
い
う
も
の
が
ど
う
あ

る
べ
き
か
、
「
新
嘗
祭
」
に
御
奉
仕
し
考

え
さ
せ
ら
れ
た
。
（
坂
）
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“ 

本菊花十△

奉
仕
を
い
た
だ
き
展
示
さ
れ
た
。
り
、
菊
作
り
に
は
厳
し
い
気
象
条
．
る
「
い
っ
ぷ
く
茶
屋
」
を
実
施
、
さ

十
一
月
一
日
、
福
岡
県
農
業
試
｛
件
で
あ
っ
た
も
の
の
、
台
風
等
の
．
ら
に
は
宗
像
市
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ

験
場
園
芸
研
究
所
花
き
部
小
代
文
]
大
災
を
受
け
る
こ
と
な
く
、
十
一
~
ア
の
皆
様
に
よ
る
境
内
案
内
な
ど

明
部
長
を
審
査
長
と
し
て
審
査
が
i
月
一
日
に
は
多
く
の
菊
花
が
咲
き
：
も
行
わ
れ
た
。

行
わ
れ
、
大
輪
・
盆
栽
．
懸
崖
•
特
作
]
諾
る
こ
と
と
な
り
、
上
位
三
位
に
―
ま
た
本
大
会
は
四
十
周
年
の
節

の
四
部
門
各
々
非
常
に
厳
し
い
出
i
内
閣
総
理
・
農
林
水
産
・
文
部
科
学
こ
日
の
大
会
と
し
て
、
会
員
有
志
一

品
基
準
、
審
査
埜
準
に
よ
り
厳
正
・
大
臣
賞
が
授
与
さ
れ
た
。
―
同
で
「

4
0き
く
ま
つ
り
」
と
菊
文
字

に
審
査
さ
れ
た
0

!
同
十
四
日
に
は
、
来
賓
と
し
て
一
で
で
き
た
特
別
花
壇
を
境
内
祓
舎

本
年
は
例
年
に
な
い
猛
暑
の
影
]
向
向
宮
司
、
古
賀
敬
章
衆
議
院
議
一
前
に
設
置
し
た
。
ま
た
例
年
好
評

響
と
春
先
の
降
雨
の
少
な
さ
に
よ
；
貝
、
塩
川
亨
玄
海
小
学
校
長
を
お
一
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
菊
人
形
も
儀
式

で
山
迎
え
し
、
午
前
＋
時
よ
り
清
一
殿
前
に
展
示
、
七
五
三
詣
の
参
詣

”
明
殿
で
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
こ
百
を
中
心
に
記
念
写
真
撮
影
場
所

菊
の
講
評
や
労
い
が
な
さ
れ
：
と
し
て
賑
わ
い
を
み
せ
た
。

た
。
一
本
大
会
開
催
に
あ
た
り
、
ハ
ウ

期
間
中
境
内
で
は
、
例
年
一
ス
の
設
営
、
組
立
、
菊
花
運
搬
等
の

の
例
年
の
「
菊
み
く
じ
」
や
、
一
奉
仕
活
動
に
こ
協
力
頂
き
ま
し
た

勅
使
館
を
特
別
開
放
し
行
っ
一
多
く
の
皆
様
へ
誌
面
を
借
り
ま
し
一

た
「
茶
房
」
、
観
光
協
会
に
よ
｛
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
一 --光

義
子
夫
己
子
則
治
美
幸
隆
男
知
キ
祐
人
喜
宏
之
之
子
夫
子
行
勇
文
生
剛

ッ

義
太
代
澄
弘
紀
正
憲
俊
勝
善
静
良
ナ
泰
好
征
直
廣
弘
藤
昭
静
勝
昭
睦
゜

喜
由
間
ー
い

田
田
水
口
井
光
原
田
世
武
武
田
家
J
I
田
田
嶋
田
井
中
世
本
原
尾
原
田
き

時
和
深
三
籾
重
古
林
佃
＿
安
生
御
社
中
郡
倉
保
福
花
籾
野
一
城
豊
中
石
安
だ

た

市
市
区
市
市
市
市
市
市
市
市
市
市
市
市
区
市
郡
市
市
市
郡
市
郡
市
市
市
市
丘

t
 

栖
部
釦
像
麻
像
津
川
川
村
韮
栖
畔
像
畔
直
都

5方
麻

□村
磨
府
関
城
島
釦

鳥
宇
小
宗
嘉
宗
中
田
田
大
大
鳥
太
宗
久
東
大
京
久
直
蓋
西
大
球
別
下
都
霧
割

合都の

輪
崖
栽
作
作
作
崖
輪
作
助
作
輪
助
作
栽
作
作
輪
栽
崖
作
作
助
作
作
輪
作
助
面

紙

大
懸
盆
特
特
特
懸
大
特
福
特
大
福
特
盆
特
特
大
盆
懸
特
特
福
特
特
大
特
福
、

は

宮
賞
賞
賞
賞
賞
賞
賞
賞
賞
賞
賞
賞
賞
賞
賞
賞
賞
賞
賞
賞
賞
賞
賞
賞
賞
賞
賞
t

臣
臣
臣
臣
臣
臣
官
町
司
司
長
事
事
事
事
事
事
事
事
事
事
丸

臣
臣
臣
臣
臣
臣

大
大
大
大
大
大
長
賀
宮
宮
局
県
。

古
知
知
知
知
知
知
知
知
知
矢
釦

理
産
学
大
大
大
大
働
業
通
大
大
房
社
社
政
県
宜員
県
県
県
県
県
県
県
県
県
受

総
水
科
労
産
交
官
議
大
大
農
本
島
、

閣
林
部
務
務
務
務
生
済
土
境
衛
閣
疇
像
像
州
岡
岡
岡
岡
賀
崎
分
口
崎
児
町

※
 

内
農
文
総
法
外
財
厚
経
国
環
防
内
衆
宗
宗
九
福
福
福
福
佐
長
熊
大
山
宮
鹿
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によ事げ島日 大がてが
斎りとてはにこに秋沖鎮去
行演しの漁斎の斎澄津座る
さ芸て大止行大行む,......... + れの島祭めさ祭さ空昌す
て奉内ととれはれの中負］
ぃ納のなな、旧た下津~+
召も各るり漁暦°、宮月IJ-
あ地丈島村の 厳の大日
り区、全で九 粛秋島、
、・神体あ月 且季に中
盛団賑をる＋ つ大於津
大体行挙大五 盛祭い宮

着r-l］は〗［口： ：は晶悶｝嘉大
えか れ地頂高宮当をさ盟贋犀：閂旦悶霊
中、彦儡貫麟贔包悶口塁れ宮時備納の人奉日
津く＋執厳嶽鎮大沖し翌にかが演装喜賛‘
宮の―り島神座祭津た日於ら全芸飾こ会悶
秋参時行神社す．宮゜のいはて大本奉
季列、わ社祭る大遥 大て沖整会殿仕同宮
大者島れ祭．御島拝 祭宵津えの東に冒境
祭を内たが宮嶽の所 の宮宮ら舞側よム内

ぽ子奉幣界を御奉仕され盆真鍋信博BI がill!外 ゜そ崎山最に 無祭遥れ台にりさは
·--··-···-···---····-··--·····-·-----·---···---·······-····--······-·--·-·-·--·····-·---···-----·····-··-------··----········----········-~ 

度瀕い内が地供ら 滞舞祭使高
の目をは披区達奉祭りも典 向
秋もみ今露かに納典無奉を靡宮
季終せもさらよ演後く奏斎圭司
大了た昔れはる芸‘修さ行イロを
祭し°も‘舞太大午めれ、博斎
は、夕変秋踊鼓会隻ら、巫氏主
幕平刻ゎ色．やが れ大女のに
を成にらがカダ始時た祭に奉、
閉二はぬ深ランま三゜はよ仕氏
じ十全神まオスり十 厳るの子
た二て賑るケ、、分 か浦も奉
゜年のわ境等各子か に安と幣

三
十
七
回
目
を
迎
え
た
恒
例
の
『
本
盆
栽
協
会
青
樹
展
で
内
閣
総

秋
季
奉
納
盆
栽
展
が
十
一
月
十
二
二
埋
大
臣
賞
を
受
賞
し
た
日
本
一

ー
十
五
日
の
四
日
間
、
本
殿
西
側
一
の
「
も
り
い
ば
ら
」
を
出
品
い
た

の
境
内
で
開
催
さ
れ
た
。
：
だ
き
、
菊
花
大
会
で
の
大
臣
賞
受

十
二
日
の
午
前
八
時
か
ら
、
盆
二
員
菊
と
並
び
大
前
に
特
別
展
示

栽
会
々
員
、
担
当
神
職
、
管
理
員
の
一
さ
れ
た
。

手
で
会
場
の
設
疇
一

営
が
始
ま
り
、
会

場
が
完
成
す
る

と
出
品
の
盆
栽

を
各
地
区
よ
り

搬
入
。

優
美
な
黒
松

や
五
葉
松
な
ど

の
松
柏
盆
栽
を

は
じ
め
、
秋
に
ふ

さ
わ
し
い
山
柿
．

紅
葉
・
姫
林
檎
な

ど
の
雑
木
盆
栽

や
小
品
盆
栽
が

出
品
さ
れ
、
昨
年

に
も
増
し
て
秀

作
を
集
め
た
開

催
と
な
っ
た
。

今
回
は
既
報

の
通
り
、
盆
栽

会
々
長
の
石
松

重
敏
氏
よ
り
日

期
間
終
盤
の
十
三
日

（
土
）
、
十
四
日
（
日
）
は

七
五
三
詣
も
ピ
ー
ク
を

迎
え
、
菊
花
展
開
催
期

間
中
最
も
賑
わ
い
を
み

せ
た
。
な
か
な
か
観
覧

す
る
こ
と
の
で
き
な
い

盆
栽
だ
け
に
注
目
を
集

め
、
多
く
の
参
拝
者
が

足
を
止
め
優
美
な
姿
に

見
入
っ
て
い
た
。

I
1

卜
t
t
£
叶
‘
徊
9

・

忍
翠
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り
、
定
刻
午
前
十
一
時
、
一
鼓
を
合
図
に
奉

仕
神
職
、
表
千
家
家
元
而
妙
斎
千
宗
佐
宗
匠

以
下
介
添
役
、
出
光
興
産
闊
名
誉
会
長
出
光

十
月
十
七
日
錦
秋
の
一
日
を
彩
る
恒
例
一
昭
介
氏
以
下
同
社
役
員
、
西
高
辻
信
良
同
門

の
献
茶
祭
が
、
出
光
興
産
闊
奉
納
に
よ
り
斎
一
会
長
（
太
宰
府
天
満
宮
宮
司
、
福
岡
県
神
社

行
さ
れ
、
福
岡
県
内
は
も
と
よ
り
山
ロ
・
九
一
庁
長
）
他
関
係
者
は
、
祓
舎
に
て
お
祓
い
の

州
各
県
の
同
門
会
員
を
は
じ
め
、
日
々
茶
道
一
後
、
本
殿
へ
と
参
進
、
所
定
の
座
に
着
座
し

に
勤
し
む
人
々
約
六

0
0

名
が
参
集
し
、
和
」
献
茶
祭
が
斎
行
さ
れ
た
。

服
姿
の
女
性
達
で
終
日
華
や
か
な
雰
囲
気
一
斎
主
が
茶
道
の
興
隆
と
表
千
家
の
隆
昌
、

が
漂
っ
た
。
二
同
門
会
の
繁
栄
を
祈
念
す
る
祝
詞
を
奏
上
、

こ
の
献
茶
祭
は
、
昭
和
一
二
十
七
年
当
時
の
一
続
い
て
「
献
茶
の
儀
」
が
執
り
行
わ
れ
た
。

宗
像
大
社
復
興
期
成
会
々
長
で
あ
っ
た
出
一
家
元
は
拝
殿
に
し
つ
ら
え
ら
れ
た
風
炉

光
佐
三
氏
（
出
光
興
産
創
業
者
）
の
尽
力
に
i
前
に
端
座
、
獣
紗
さ
ば
き
も
鮮
や
か
な
「
動

よ
り
始
ま
り
、
毎
年
表
千
家
家
元
が
直
々
に
一
と
静
」
と
が
見
事
に
調
和
し
た
淀
み
な
い
清

御
奉
仕
さ
れ
て
い
る
。
茶
道
を
志
す
方
々
に
：
ら
か
な
御
点
前
が
披
露
さ
れ
た
。

と
っ
て
は
、
家
元
の
御
手
前
を
真
近
か
で
拝
一
そ
し
て
濃
茶
・
薄
茶
の
二
服
が
点
て
ら
れ

せ
る
待
望
の
行
事
と
も
な
っ
て
い
る
。

]
0
と
、
雅
楽
の
調
べ
が
流
れ
る
中
、
神
職
の

祭
典
当
日
]
手
に
よ
り
御
神
前
に
奉
献
さ
れ
献
茶
祭
は

は
、
早
朝
よ
一
無
事
に
終
了
し
た
。

り
爽
快
な
秋
i
祭
典
後
、
参
列
者
は
、
儀
式
殿
に
設
け
ら

晴
れ
と
な
ー
れ
た
出
光
副
席
、
斎
館
に
設
け
ら
れ
た
同
門

層
ー

F
l

会
副
席
に
交
互
に
参
席
し
、
茶
席

一
に
掲
げ
ら
れ
た
掛
軸
、
茶
道
具
の

逸
品
を
鑑
賞
し
な
が
ら
お
茶
を

一
戴
き
至
福
の
一
刻
を
楽
し
ん
だ
。

4
 一

ま
た
宗
像
観
光
協
会
の
こ
協

、
力
に
よ
り
、
昼
食
ブ
ー
ス
が
昨
年

一
に
続
き
設
け
ら
れ
、
参
列
さ
れ
た

方
々
は
、
昼
食
を
と
り
開
放
さ
れ

た
清
明
殿
で
休
憩
さ
れ
好
評
を

博
し
て
い
た
。

表
千
家
々
元
奉
仕

献
茶
祭
斎
行

！
幽
一
清
香
吟
社
秋
季
奉
納
吟
詠
大
会

秋
晴
れ
の
十
一
月
三
日
、
秋
季
恒
例
の
清
i
吟
詠
大
会
が
開
催
さ
れ
、

香
吟
社
に
よ
る
秋
季
奉
納
吟
詠
大
会
が
開
一
奈
良
西
山
・
宮
崎
聴
月
・

催
さ
れ
た
。

•
9
1
1

本
川
文
則
の
三
氏

午
前
十
時
、
県
内
外
へ
葦
津
禰
宜
よ
り

よ
り
宗
家
・
宗
嗣
松
岡
永
年
斯
道
の
興
隆

翔
山
氏
を
は
じ
め
、
会
に
寄
与
さ
れ
た
＇

員
約
五
十
名
が
当
大
社
方
々
に
感
謝
状
と
記
念
品
が
贈
呈
さ

へ
参
集
。
明
治
祭
終
了
れ
た
。

後
正
式
参
拝
を
執
り
行
そ
の
後
、
会
員
各
々
が
順
次
日
頃

い
、
献
吟
並
び
会
員
一
鍛
え
た
自
慢
の
喉
で
吟
詠
が
披
露
さ

同
に
よ
る
「
吟
道
」
の
合
れ
た
。
夕
刻
に
は
当
大
社
に
お
け
る

吟
が
奉
納
さ
れ
た
。
日
程
の
全
て
を
終
え
、
一
同
バ
ス
に

献
吟
後
は
清
明
殿
で
て
直
会
会
場
へ
と
移
動
し
た
。

＂
闘
E
·
博
陽
吟
道
会
秋
季
奉
納
吟
詠
大
会

十
一
月
十
日
、
博
陽
吟
道
会
（
代
表
1
1

藤
一
会
員
一
同
に
よ
る
合
吟

井
陽
月
氏
）
の
秋
季
奉
納
吟
詠
大
会
が
開
催
一
が
奉
納
さ
れ
た
。

さ
れ
た
。
一
献
吟
後
は
清
明
殿
で

宗
像
•
福
津
両
市
在
吟
詠
大
会
が
開
催

住
の
吟
道
愛
好
家
一
二
十
さ
れ
、
永
年
斯
道

余
名
に
よ
り
、
昨
年
一
の
興
隆
に
寄
与
さ
れ
た
会
長
の
藤
井

月
に
結
成
さ
れ
、
今
年
陽
月
氏
と
吟
道
歴
十
年
に
な
る
伊
藤

で
第
二
回
目
の
奉
納
吟
慶
月
氏
へ
、
杉
山
権
禰
宜
よ
り
感
謝

詠
大
会
と
な
っ
た
。
状
と
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
た
。

当
日
は
午
前
十
一
時
そ
の
後
、
会
員
各
位
に
よ
る
吟
が

本
殿
で
正
式
参
拝
、
引
次
々
に
披
露
さ
れ
、
午
後
三
時
に
は

き
続
い
て
会
長
の
藤
井
大
会
も
無
事
に
終
了
、
一
同
飛
躍
を

陽
月
氏
に
よ
る
献
吟
、
誓
い
境
内
を
後
に
さ
れ
た
。
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一
主
な
受
賞
者
・
受
賞
作
品
は
次
の
通
り
。

日
新
聞
社
共
催
）
が
十
一
月
六
日
清
明
殿
で
開
催
さ
れ
た
。
一

午
前
九
時
よ
り
「
小
・
中
・
高
生
の
部
」
が
約
六
十
名
出
席
の
~

下
始
ま
り
、
ま
ず
山
田
勝
智
実
行
委
員
会
長
よ
り
祝
辞
が
あ

り
、
桜
川
冴
子
先
生
の
選
評
が
行
わ
れ
た
。
i

正
午
か
ら
は
「
一
般
の
部
」
が
約
六
十
名
の
出
席
の
下
行
わ
i

れ
、
宗
像
大
社
よ
り
葦
津
禰
宜
の
挨
拶
が
あ
り
、
続
い
て
五
所
i

美
子
先
生
に
よ
る
「
歌
の
は
じ
ま
り
『
古
事
記
』
の
歌
」
と
題
し
一

た
講
演
が
行
わ
れ
、
神
武
・
仁
徳
・
雄
略
天
皇
の
詠
ん
だ
歌
の
一

背
景
な
ど
を
解
説
さ
れ
、
深
い
感
銘
を
与
え
た
。
[

選
者
は
青
木
昭
子
、
桜
川
冴
子
、
野
田
光
介
、
百
合
本
具
子
[

一

の
四
氏
で
、
先
生
方
に
よ
構
逮
払
ふ

4
リ
・
古
事
だ
灸
l
-

る
選
評
も
行
わ
れ
、
表
彰
滋
＂
五
所
至
チ
子
先
生
―

式
が
行
わ
れ
今
年
の
大
―
―

会
を
終
了
し
た
。

今
回
は
地
元
以
外
の

地
域
か
ら
の
応
募
が
増

え
、
応
募
総
数
も
小
．
i
­

中
・
高
生
の
部
、
一
般
の

部
と
も
に
過
去
最
多
で

あ
っ
た
。
な
か
に
は
秋

田
・
静
岡
・
広
島
県
と
遠
i
­

方
か
ら
応
募
の
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
っ
た
。 ●

小
学
生
の
部
1
1

一
七
0
首

●
高
校
生
の
部
1
1

六
六
四
首

●
中
学
生
の
部
1
1

五
三
二
首

●
＿
般
の
部

1
1

二
三
ハ
首

計

1
1
-
、
六
0
四
首

一
宗
像
大
社
短
歌
大
会

実
行
委
員
会

野
間
精

秋
子

中
田

真
吾

昌
伸

か
ひ
な

◆
福
岡
県
知
事
賞

コ
ス
モ
ス
の
槌
る
は
風
の
腕
み
の

は
な
だ線

の
い
ろ
の
空
遠
く
澄
む

阪
元
か
つ
こ

宮
原
ま
す
み

◆
福
岡
県
教
育
委
員
会
賞

長
旅
の
途
次
の
私
は
橋
の
上

羽
を
休
め
て
風
を
読
む
鴨

原
口
ま
ち
こ

◆
宗
像
市
長
賞

若
き
ら
に
混
じ
り
髪
切
る
は
つ
夏
の鏡

の
奥
の
遠
い
青
春

大
西
晶
子

◆
宗
像
市
教
育
委
員
会
賞

あ
か
ら
ひ
く
朝
ど
り
ト
マ
ト
、
胡
瓜
食
べ

わ
が
身
は
な
や
ぐ
華
甲
の
夏
を

◆
毎
B

新
聞
社
特
別
賞
岸
原
修

す
っ
ぱ
り
と
記
憶
の
扉
閉
ぢ
た
き
に

過
去
は
静
か
に
死
ん
で
は
く
れ
ず

◆
宗
像
大
社
宮
司
賞
森
京
子

泣
き
こ
と
を
言
わ
な
い
母
を
車
椅
子
に

押
せ
ば
き
し
み
て
キ
ュ
ル
キ
ュ
ル
と
嗚
る

◆
宗
像
大
社
氏
子
会
賞
相
良
信
夫

若
き
ら
が
駆
け
て
わ
た
し
が
立
ち
止
ま
る

炎
暑
天
神
交
差
点
か
な

◆
宗
像
市
長
賞
（
津
屋
崎
小
）
か
わ
ば
た
か
け
る

な
ら
キ
ャ
ン
。
フ
な
ら
の
だ
い
ぶ
つ
ぼ
く
み
て
た

し
あ
い
の
と
き
も
ぼ
く
を
み
て
い
た

◆
宗
像
市
長
賞
（
福
山
市
・
隈
取
中
）

背
の
高
い
カ
ン
ナ
の
い
ろ
は
油
絵
の

太
陽
と
圃
じ
び
か
り
の
化
身

作◆
宗
像
市
長
賞
（
宗
像
高
）

滑
り
込
む
ホ
ー
ム
は
指
の
僅
か
先

あ
と
数
セ
ン
チ
が
遠
い
甲
子
園

今
年
で
二
十
三
回
目
と
な
る
秋
季
恒
例
の
刀
剣
展
が
、
十
月

三
十
日
ー
十
一
月
二
十
三
日
の
会
期
で
境
内
・
神
宝
館
に
て
開

催
さ
れ
、
刀
剣
愛
好
家
を
は
じ
め
と
し
た
多
く
の
拝
観
者
が
日

本
刀
に
見
入
っ
た
。

こ
の
展
示
会
は
、
昭
和
五
十
年
よ
り
始
ま
っ
た
二
十
五
振
の

奉
納
刀
剣
研
磨
を
十
二
年
の
歳
月
を
か
け
て
完
了
、
こ
の
慶
事

に
当
時
秘
蔵
で
あ
っ
た
刀
剣
類
の
お
披
露
目
を
企
画
、
個
人
蔵

の
愛
刀
も
拝
借
す
る
形
で
、
同
六
十
二
年
十
一
月
に
「
宗
像
名
刀

展
」
と
題
し
て
開
催
し
た
。
以
来
、
秋
季
神
賑
行
事
で
あ
る
「
西
日

本
菊
花
大
会
」
に
合
わ
せ
毎
年
開
催
し
て
い
る
。

本
年
も
当
大
社
奉
納
刀
剣
の
ほ
か
、
宗
像
周
辺
の
愛
好
家
の

所
蔵
品
の
展
示
が
叶
い
、
鎌
倉
時
代
後
期
の
古
刀
か
ら
現
代
刀

ま
で
計
五
十
八
振
が
陳
列
さ
れ
た
。

名
工
を
輩
出
し
て
き
た
相
模
・
美
濃
・
山
城
・
大
和
・
備
前
国
の

作
品
は
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ら
五
ヶ
伝
の
流
れ
を
引
く
も
の
、
九
州

各
地
の
名
エ
の
手
に
よ
る
も
の
等
選
り
す
ぐ
り
の
逸
品
が
展
示

さ
れ
、
匠
の
技
術
の
結
集
で
あ
る
刀
装
具
も
出
品
さ
れ
た
。

l
l

一
切
の
無
駄
を
省
い
た
姿
、
技
量

が
研
ぎ
澄
ま
さ
れ
た
鍛
え
（
地
が
ね
）

欝
了
。1

 肌
や
刃
文
、
信
仰
と
結
び
つ
い
た
刀

身
彫
刻
、
随
所
に
あ
る
見
所
を
拝
観

者
は
思
い
思
い
に
味
わ
い
な
が
ら
、

刀
剣
の
歩
ん
だ
歴
史
や
日
本
人
に

受
け
継
が
れ
る
美
意
識
に
感
銘
し

た
様
子
で
あ
っ
た
。

本
展
覧
会
に
御
尽
力
賜
り
ま
し

た
皆
様
に
は
心
よ
り
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
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厄
年

厄
年
と
は
人
生
の
節
目
で
あ
る

と
と
も
に
、
一
生
の
う
ち
で
災
い
・

災
難
と
い
っ
た
『
厄
』
に
あ
う
お
そ
れ

が
多
い
た
め
、
忌
み
慎
ま
ね
ば
な
ら

な
い
と
い
う
年
で
す
。

特
に
男
性
の
四
十
二
歳
、
女
性
の

三
十
三
歳
は
『
大
厄
』
と
さ
れ
、
そ
の

前
後
の
年
も
『
前
厄
・
後
厄
』
と
い
っ

て
、
最
も
慎
み
忌
む
べ
き
年
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

我
々
日
本
人
の
永
年
の
生
活
習

慣
か
ら
発
生
し
た
、
我
が
国
独
自
の

慣
習
で
あ
り
ま
す
が
、
厄
年
を
迎
え

る
と
我
々
の
先
祖
は
神
社
に
足
を

運
び
、
お
祓
い
を
う
け
避
け
て
き
ま

し
た
。
医
学
的
に
み
て
も
、
男
性
の

四
十
代
は
生
活
習
慣
病
、
女
性
の
三

十
代
は
乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
の
発
生

率
が
高
く
な
る
年
代
で
厄
年
と
も

符
合
し
ま
す
。
神
社
で
お
祓
い
を
う

け
、
こ
の
一
年
を
消
々
し
い
気
持
ち

で
お
過
こ
し
く
だ
さ
い
。

は
っ
ぼ
う
ふ
さ
が
り

八
方
塞

陰
陽
道
で
ど
の
方
向
に
向
か
っ
て

事
を
成
し
て
も
、
不
吉
の
結
果
を
生

ず
る
年
齢
と
さ
れ
、
転
居
、
結
婚
、
新

し
く
事
を
は
じ
め
る
方
は
要
注
意

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

あ
ん
け
ん
さ
つ

暗
剣
殺

「
九
星
術
」
で
そ
の
年
の
五
黄
土

星
と
相
対
す
る
方
位
で
、
最
も
慎
ま

ね
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
る
大
凶
の

年
廻
り
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

平成 23 年 厄年年齢表

閏 > 眉 靡 > < > 靡 眉 > > > 月 眉 円 靡

' 
大

<正
48 45 44 30 27 14 5 10 
年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年

冒 月.... lj 大 後 ) \ 冒 )¥ 冒 月.... IJ 大 後 )¥ 冒 )¥ 冒 )¥ 胃 ) \ 
厄 厄 厄 畠 畠 厄 厄 厄

ヽ 畠 ヽ 旦ホxn又』

^ ^ ^ 
ホxn又, ホ).(/1又、

^ ^ ^ 
殺 殺 ホx,11,又

、男一 男ヽ 男 ‘男`— 
‘男̀-/' ‘男`— 

厄
、一

満
38 40 41 42 45 47 54 56 59 60 61 63 65 72 74 81 83 90 

孟 孟 孟 孟 孟 孟 孟 > > > > 靡 眉 靡 > 靡 眉 >! 21 14 12 6 5 4 3 57 55 54 51 50 
年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年

胃 )¥ 胃 月.... IJ 合 後 胃 月... lj 大 後 ) \ 胃
月． I．J 大 後 月1I、J 合 後

畠 厄 厄 厄 厄 厄 塁 厄 厄 厄 厄 厄
ホxn又』 ホxn又, 

^ 女
、女`-ー→、

^ 
xホn又、

^ ^ ^ 
殺

^ 
‘^ 女̀— 

^ ^ 
‘ 女̀--

^ 

塞公 女ヽ 男ヽ ‘男'- 男 女ヽ 女'--" 女

ら 一女 厄

｀ー ‘--/ ‘” 

満
2 , 1 1 17 18 19 20 23 24 25 27 29 31 32 33 35 36 37 

新
年
よ
り
、
本
殿
ま
た
は
祈
願
殿
授
与
所
で
お
受
け
い
た
だ
け
ま
す
。

'“ /// 新
し
い
授
与
品
の
ご
紹
介

疇
贔
哀
年
ー

こ
の
た
び
、
新
た
に
縁
結
び
守
り
を
奉
製
し
ま
し
た
。

あ
い
お
い

当
社
の
御
神
木
で
あ
る
「
相
生

か
し

の
樫
」
は
、
二
本
の
樫
の
幹
か

ら
伸
び
た
そ
れ
ぞ
れ
の
枝
が

仲
睦
ま
じ
く
一
本
に
連
な
っ

て
お
り
、
そ
の
御
神
徳
は
男
女

の
絆
を
深
め
、
恋
愛
が
実
る
と

言
い
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
御
神
木
に
あ
や
か
り
、
二
体
の

御
守
で
一
体
と
な
る
御
守
で
す
。
御
神
徳
に
導
か
れ
、
良
き
御
縁

に
結
ば
れ
ま
す
よ
う
御
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

＂
町
巨
隕
墾

9
_
従
来
よ
り
皆
様
に
好
ま

れ
て
い
た
「
交
通
安
全
御
守
」

に
新
色
が
加
わ
り
ま
す
。

守
護
矢
の
形
を
し
た
御

守
に
は
、
皆
様
よ
り
こ
要
望

の
多
か
っ
た
落
ち
着
い
た

「
黒
」
と
、
縁
起
の
良
い
「
黄

色
」
を
追
加
致
し
ま
し
た
。

ま
た
同
じ
く
交
通
安
全

の
御
守
で
、
ソ
フ
ト
ビ
ニ
ー

ル
で
包
ま
れ
た
御
守
に
も
、

青
・
赤
に
加
え
「
黒
」
を
追
加

致
し
ま
し
た
。
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I ◆◆◆◆◆古式祭の御案内◆◆◆◆• I I ◆◆◆除夜祭・大祓神事の御案内◆◆◆|
800年の伝統をもつ、宗像地方の特殊神事「古式祭」

が左記日程で執り行われます。振るって御参列下さい。

日時 12月 12 日（日）

祭典午前6時～

祭場宗像大社本殿

御座午前6時30分～一番座

（一番座＝50名ずつ、五番座まで）
宗像大社清明殿

1 人＝ 1,000円

※御座券は当日午前6時～販売致します。

（例年午前5時30分位から多くの方が

並び始めます。）

会場

御座料

年の瀬を迎え、皆様には御多忙の御事と拝察申し上げま
す。今年一年を締め括る「大祓神事」「除夜祭」が近付いて

参りました。
この大祓神事は「年越の大祓」と称し、夏（7月 31 日）に行

われた「夏越の大祓」以後半年間の『罪』・『樅れ』を祓い

清め、清々しい心身で新年を迎えていただくための神事でこ‘‘

ざいます。
大祓神事に引き続き行われる除夜祭は、この一年に当大

社で行われてきた何百回という祭典の中でも最後の祭典で

す。この祭典が終ると、しばしの静寂を経て元旦を迎えます。

日
場
時
所

12月31 日（金）
神門前

午後3時～

尚
、
遠
方
ま
た
は
参
列
出
来
な
い
方
は
、
大
祓

神
事
当
日
ま
で
に
『
人
形
』
（
男11
白
、
女
1
1

赤
）

に
息
を
吹
き
か
け
、
御
家
族
の
名
前
・
住
所
・
年

齢
を
、
『
車
型
』
に
は
ナ
ン
バ
ー
を
御
記
入
の
上
、

当
大
社
ま
で
御
返
送
く
だ
さ
い
。

.
¥
 

\. 

傘鍔宗像大社初詣
玄界瀾

●平成22年12月 31 日（金）
午後10時から

平成23年 1 月 1 日（土）
午後 8 時まで

●平成23年 1 月 2日（日）～ 1 月3日（月）
午前 9 時から午後7時まで

※交通状況により、規制時間を変更することがあります。

凡例 I 

＊一
方 通

0

0

 

宗像大社順路

一
丁

人
イ

歩行者用道路

車両進入禁止

＠二e 交通信号機

一
駐 車 場

至津屋崎

交通規制のお知らせ

※主蜃地点から宗懺大社までの距離
＊東郷橋交差点から 4.1km ＊神湊交差点から 2.0km 
＊日の里北口交差点から 4.1km ＊瀬戸交差点から 3.3km 

至岡垣町

■公共交通機関をご利用ください
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宗
像
市
土
穴
山
本
静
子

額
ず
け
ば
沓
か
な
る
日
の
祖
母
顕
ち
て
ト
ロ
ス
コ
ト
ー
コ
ー
ふ
く
ろ
う
が
嗚
＜

_
]
`
口
昇
田
]
『
]
謬
紅
：
0

ロ
ス
コ
ト
ー
コ
ー
が
効

福
津
市
若
木
台
山
崎
公
俊

太
鼓
嗚
り
神
官
列
し
て
位
置
に
あ
り
舞
巫
女
四
人
も
一
隅
を
占
む

神
事
の
始
ま
り
の
一
場
面
。
漢
字
の
多
用
で
厳
粛
な
雰
囲
気
を
表
し
て
い
る
。

口
ゃ
や
平
板
な
の
で
、
三
句
の
あ
り
を
〈
座
す
〉
な
ど
と
し
、
三
句
切
れ
に
し
て
は
。

福
津
市
若
木
台
野
間
精
一

釣
川
の
岸
辺
の
薄
穂
に
立
ち
て
大
社
短
歌
大
会
近
づ
く

一□
冒
冒
冑
』
．
闘
汀
霜
鱈
覧

北
九
州
市
八
幡
西
区
豊
田
光
子

か
く
言
は
ば
か
く
返
さ
れ
て
雑
魚
の
目
に
感
傷
も
な
く
酢
を
し
た
た
ら
す

口
戸
：
冨
言
心
言
汀
疇
い
気
持
ち
の
表
現
が
面

う
き
は
市
浮
羽
町
向
則
正

わ
が
庭
の
残
暑
に
耐
へ
し
大
蓼
は
紅
き
穂
を
た
れ
小
花
咲
き
つ
ぐ

a
汀
]
い
言
冒
区
口
昇
□土
た
人
間
を
よ
そ
に
、
咲

宗
像
市
田
野
森
甲
子

お
く
れ
花
の
紫
に
ほ
ふ
野
牡
丹
の
は
な
が
ら
散
り
し
く
ポ
ス
ト
ヘ
の
道

野
牡
丹
の
花
が
ら
の
散
る
道
が
美
し
い
。
二
句
紫
に
ほ
ふ
は
安
分

口
←
流
れ
す
ぎ
の
感
じ
が
あ
る
の
で
、
〈
紫
の
濃
き
〉
で
い
い
の
で
は
。

福
岡
市
南
区
井
田
有
久
衣

あ
し
た

又
明
H

互
に
手
を
振
り
家
路
へ
と
送
迎
車
に
て
右
へ
左
へ

口
叩
鱈
汀
心
戸
戸
戸
：
｀
歌
。
二
句
の
字
余
り
は
散
文

福
津
市
中
央
池
浦
千
鶴
子

い
わ
し
雲
片
寄
る
午
後
を
く
も
の
巣
の
蟷
螂
の
殻
風
に
吹
か
る
る

ロ
認
正
芦
冒
口
謬
喜
只
汀
汀
O
t
t
蜘
蛛
の
巣
の
蟷
螂

社
歌
会
詠
革

大
西
晶
子
選
毎
月

2
5日
メ
切

春
秋
を
し
ま
び
お
き
た
る
バ
ッ
グ
か
ら
枯
れ
葉
の
香
す
る
風
こ
ぼ
れ
た
り

, 
つ
は
ふ
き
の
咲
く
は
お
そ
ろ
し
そ
の
の
ち
を
時
の
な
が
れ
が
急
加
速
す
る

宗
像
市
田
久
巻
桔
梗

高
齢
は
減
り
準
高
齢
の
応
募
増
し
同
数
保
て
り
短
歌
大
会

短
歌
大
会
主
催
者
の
興
味
深
い
一
首
。
言
葉
が
詰
ま
り
す
ぎ
て

一
口
汀
麟
員[9
員
皇
汀

福
津
市
星
ヶ
丘
佐
々
木
和
彦

水
槽
に
水
を
注
ぎ
足
し
金
魚
ら
の
生
き
る
範
囲
を
広
げ
て
や
り
ぬ

発
見
の
あ
る
歌
。
金
魚
の
住
む
世
界
は
水
槽
の
水
の
量
で
広
く

a
,
も
な
る
。
四
句
、
範
囲
は
〈
領
域
〉
と
し
て
は
ど
う
だ
ろ
う
。

北
九
州
市
戸
畑
区
田
中
ハ
ッ
セ

秋
風
に
ゆ
れ
ゐ
る
芙
蓉
の
桃
色
は
乙
女
の
風
情
昔
を
偲
ぶ

一
□汀
冠
心
鱈
譴5言
臼
口
か
0同
感
。
桃
色
の
も
の
を

福
岡
市
南
区
加
野
シ
ノ
ブ

暖
た
か
な
秋
H

さ
す
庭
杖
だ
よ
り
草
に
屈
み
て
小
さ
き
花
見
つ

一
謬
“
汀
鱈
]
冠
]
』
[
諷
[
か
で
和
や
か
な
気
分
の

宗
像
市
日
の
里
大
和
美
由
紀

庭
先
に
盗
人
萩
は
ひ
っ
そ
り
と
薄
紅
色
の
小
さ
き
花
咲
く

一
喜
い
量
口
。
口
麟
霜
口
只
計

0
活
か
し
静
か
な
情
感
を
出

北
九
州
市
八
幡
西
区
吉
田
ウ
ト
子

夕
去
れ
ば
権
は
門
に
落
ち
初
む
る
萎
め
る
花
の
重
さ
の
音
に

一
直
馴
冨
豆
冒
詞
□竺
一
の
ロ

o
S
と
捉
え
た
作
者
に
拍
手
。
人

北
九
州
市
八
幡
西
区
遠
藤
幸
子

秋
の
陽
に
一
薬
一
葉
の
耀
え
り
大
楠
わ
れ
を
つ
つ
み
こ
む
こ
と

楠
の
大
木
の
下
で
輝
く
そ
の
葉
を
見
上
げ
る
時
、
作
者
は
楠
と
一
体
化
し
て
い
く

ー
…
つ
な
心
地
よ
さ
を
棠
え
た
の
だ
ろ
う
。
読
者
に
も
心
地
よ
さ
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

宗
像
市
東
旭
ヶ
丘
天
野
玲
子

思
は
ず
も
言
び
過
ぎ
し
こ
と
あ
り
た
る
や
電
話
の
柑
手
は
ふ
っ
と
声
の
む

作
者
は
繊
細
な
感
性
の
持
ち
主
、
電
話
の
相
手
の
た
じ
ろ
ぎ

一
鱈
謬
言
瓢
鱈
冒
言
戸
麟
。
闘
竺
思
ほ

沖
ノ
島
へ
行
っ

」
て
き
ま
し
た
。

「
由
緒
記
」
の
編
集
上
、
今
回
は
祭
祀
遺

跡
2
3ヶ
所
全
て
を
拝
し
ま
し
た
。
原
生

林
が
生
い
茂
り
巨
岩
ひ
し
め
く
中
、
今

ま
で
拝
し
た
こ
と
の
な
か
っ
た
遺
跡
も

確
認
で
き
ま
し
た
▼
そ
の
中
で
最
も
感

動
を
覚
え
た
の
が
、
「
ー
号
巨
岩
(
7
x

1
0妍
）
」
で
す
。
島
の
遺
跡
の1
/
4
に

あ
た
る
6

ヶ
所
が
集
中
し
、
4
ー

8

世

紀
の
間
祭
祀
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
一
ヶ

所
か
ら
2
1面
の
銅
鏡
が
出
土
す
る
な

ど
、
「
三
種
の
神
器
」
が
大[
mに
発
見
さ

れ
て
い
ま
す
▼
島
の
遺
跡
群
で
も
最
高

所
に
位
置
し
、
岩
上
か
ら
は
正
面
に
玄

海
灘
、
背
後
に
灯
台
（
島
の
最
高
点
）
を

望
み
ま
す
。
学
術
的
に
証
明
さ
れ
て
い

る
最
も
古
い
国
家
祭
祀
が
こ
の
I

号
巨

岩
で
あ
る
こ
と
を
思
う
と
、
神
職
と
し

て
感
慨
深
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
▼

日
々
の
喧
騒
か
ら
離
れ
ぶ
ノ
し
早
い
で

す
が
新
た
な
年
を
迎
x
る
気
持
ち
に
も

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
慌
た
だ
し
さ

が
増
し
て
ま
い
り
ま
す
が
、
ど
う
か
よ

い
お
年
を
お
迎
え
下
さ
い
。
（
塚
）

12月祭事暦

毎月 1 ・ 15 日肖茨祭
午前10時

高宮祭

第二宮•第三宮祭

引き続き

宗像護国神社

月命日祭(1日）

巡拝(1 5 日）

午前 11 時～

総社祭

補安舞奉奏(1日）

盟栄舞奉奏(1 5 日）

12日

午前6時～ 古式祭
午前6時30分～御座
午前10時～鎮火祭

19日松尾神社祭

午前 11 時～

23日天長祭

午前11 時～

31 日

午後3時～年越しの大祓式
引き粒き除夜祭

宗
像
市
日
の
里
花
田
い
つ
枝

直
線
に
曲
線
に
鉄
路
刈
田
中

、
七
回覧

品
集

発行所
宗像大社社務所
宗像会

〒811-3505 福岡県宗像市田島
電話 0940-62-1311 （代）
発行人 百津幹之
編集人 大塚宗延
制作ゼネラルアサヒ
印刷ゼネラルアサヒ I 毎月 1 日発行定価 1 年送料共 1,000円 I


